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新
市
発
足
後
初
の
議
会
と
な
る
臨
時
市
議

会
が
、
３
月
２８
日
と
２９
日
の
２
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
、
新
市
の
初
代
議
長
に
荒
木
勝

美
氏
、
副
議
長
に
丹
下
茂
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
１８
年
５
月
１
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

設
置
と
同
時
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
条
例

や
暫
定
予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
な
ど
、
２

６
０
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て

可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
各
常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営

委
員
会
の
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
文
教
委
員
会

委
員
長

加
藤
保
博
、
副
委
員
長

秋
山

聖
、
委
員

頓
宮
美
津
子
、
守
安
勝
、
笠
原

武
士
、
根
馬
和
子
、
大
西
稔
、
秋
山
勉
、
井

上
博
文
、
萱
原
潤
、
西
森
頼
夫

厚
生
委
員
会

委
員
長

神
c
干
、
副
委
員
長

持

堅
吾
、
委
員

小
西
利
一
、
名
木
田
正
昭
、

光
畑
嘉
代
子
、
小
野
尚
志
、
内
田
修
一
、
冨

谷
功
、
山
口
久
子
、
丹
下
茂
、
b
谷
專
太
郎

経
済
水
道
委
員
会

委
員
長

持
守
、
副
委
員
長

多
田
英

章
、
委
員

村
木
理
英
、
澁
江
文
男
、
小
原

弘
、
松
浦
政
利
、
荒
木
勝
美
、
大
熊
公
平
、

吉
澤
威
人
、
林
光
行

建
設
消
防
委
員
会

委
員
長

金
池
徹
、
副
委
員
長

塩
見
禎

章
、
委
員

津
神
謙
太
郎
、
赤
澤
康
宏
、
橋

本
茂
、
片
岡
茂
夫
、
江
口
實
、
中
村
吉
男
、

友
野
泰
久
、

持
章
人
、
服
部
剛
司

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

萱
原
潤
、
副
委
員
長

吉
澤
威

人
、
委
員

加
藤
保
博
、
神
c
干
、

持
守
、

金
池
徹
、
小
西
利
一
、
内
田
修
一
、
松
浦
政

利
、
井
上
博
文
、

持
章
人
、
服
部
剛
司
　

新市発足後の初議会
初代議長に荒木勝美氏、副議長に丹下茂氏を選出
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前
納
報
奨
金

今
年
度
か
ら
市
県
民
税
前
納
報
奨
金
は
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。
固
定
資
産
税
前
納
報
奨

金
に
つ
い
て
は
継
続
さ
れ
ま
す
が
、
交
付
率

は
０.

３
％
か
ら
０.

２
％
へ
変
更
と
な
り
ま

す
。

納
税
貯
蓄
組
合

今
年
度
か
ら
納
税
貯
蓄
組
合
は
廃
止
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
１６
年
度
実
績
に
基

づ
く
奨
励
金
は
本
年
７
月
頃
ま
で
に
給
付
さ

れ
ま
す
。

口
座
振
替

今
年
度
か
ら
口
座
振
替
は
税
目
指
定
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
既
に
手
続
き
を
さ
れ
て

い
る
方
は
従
前
ど
お
り
全
税
口
座
振
替
の
ま

ま
継
続
さ
れ
ま
す
。
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方

は
依
頼
書
の
再
提
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
全
期
前
納
を
指
定
さ
れ
て
い
た
方

の
市
県
民
税
口
座
振
替
に
つ
い
て
は
、
自
動

的
に
期
別
へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
内
金
融
機
関
・

総
社
市
役
所
・
支
所
・
出
張
所
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

納
付
で
き
る
取
扱
機
関

納
付
書
で
納
付
で
き
る
取
扱
機
関
と
口
座

振
替
で
納
付
で
き
る
取
扱
機
関
が
増
え
て
、

一
層
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
取
扱
機
関
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〔
納
付
で
き
る
取
扱
機
関
〕

・
中
国
銀
行
　
本
店
、
各
支
店

・
百
十
四
銀
行
　
本
店
、
各
支
店

・
ト
マ
ト
銀
行
　
本
店
、
各
支
店

・
吉
備
信
用
金
庫
　
本
店
、
各
支
店

・
中
国
労
働
金
庫
　
倉
敷
支
店

・
岡
山
西
農
業
協
同
組
合
　
本
店
、
各
支
店

・
総
社
市
役
所
・
支
所
・
出
張
所

〔
口
座
振
替
で
き
る
取
扱
機
関
〕

・
中
国
銀
行
　
本
店
、
各
支
店

・
百
十
四
銀
行
　
本
店
、
各
支
店

・
ト
マ
ト
銀
行
　
本
店
、
各
支
店

・
吉
備
信
用
金
庫
　
本
店
、
各
支
店

・
中
国
労
働
金
庫
　
倉
敷
支
店

・
岡
山
西
農
業
協
同
組
合
　
本
店
、
各
支
店

・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
税
係
（
1
(2

８
２
３
８
）

市
で
は
、
２
月
末
日
「
総
社
広
域
圏
地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
構
想
）」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
や
事
業
者
の

皆
さ
ん
の
環
境
意
識
を
高
め
、
か
け
が
え
の

無
い
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ビ
ジ

ョ
ン
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に

つ
い
て
の
基
本
方
針
を
示
し
、
総
社
広
域
圏

の
自
然
条
件
と
地
域
特
性
を
生
か
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
便

利
に
す
る
一
方
で
、
燃
焼
な
ど
に
よ
り
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
出
し
て
い
て
、
こ
れ
が

地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
す
温
室
効
果
ガ
ス

の
一
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
が
増
え
る
と
地
球
の
気

候
変
化
の
原
因
と
な
り
、
大
雨
・
洪
水
な
ど

の
異
常
気
象
の
発
生
、
自
然
環
境
や
生
態
系

の
保
全
へ
の
影
響
な
ど
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
、
石

油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
か

ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
決
し
て
無
限
に

あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
ま
ま
の

ペ
ー
ス
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
進
む
と
、

石
油
は
あ
と
３９
年
、
天
然
ガ
ス
は
６０
年
、
石

炭
は
２
１
６
年
で
枯こ

渇か
つ

す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
化
石
燃
料
に
頼
る
こ
と
な

く
、
便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
を
未
来
へ
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
今
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
す
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
太
陽
光
や
風
、
バ
イ
オ
マ
ス

（
注
１
）

な
ど
を
資

源
と
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
有

効
資
源
を
可
能
な
範
囲
で
利
用
し
て
い
く
た

め
の
方
向
性
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
が

「
総
社
広
域
圏
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
す
。
市
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
球
温
暖

化
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
取
組
み

例
え
ば
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
各
種
施
設

な
ど
で
の
電
源
利
活
用
や
民
間
住
宅
へ
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ソ
フ

ト
面
で
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

長
期
的
に
は
、
下
水
道
汚
泥
・
し
尿
汚

泥
・
生
ご
み
な
ど
に
よ
る
メ
タ
ン
発
酵
発
電

な
ど
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
計
画
の
推
進
に

向
け
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
取
組
み
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
版
を
ご
希
望
の
方
は
、
環

境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
課
環
境
係
（
1
(2

８
３
３
９
）

（
注
１
）
バ
イ
オ
マ
ス

再
生
可
能
な
生
物
由
来
の
有

機
性
資
源
で
化
石
資
源
を
除
い
た
も
の

環　境環　境

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

総
社
市
で
は
、
資
源
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

税　金税　金

前
納
報
奨
金
な
ど
変
更

口
座
振
替
で
き
る
取
扱
機
関
な
ど
が
増
え
て
便
利
に
な
り
ま
す
。

議　会議　会
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